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L，M，S の 3 種類，観測スパイク数は 10 万回とした．各錐体
で STA を算出しているため，1 度のシミュレーションで 25 回
STAが得られ，それを 4回行いデータ数を 100個としている．
得られた 100個の STAと，結合状態の錐体タイプ (正解ラベ
ル)の組を入力データとし，構築した LSTMモデルに与えた (図
2)．作成したデータの内 10%はテストデータ，残りを学習デー
タとした．
図 2 機械学習
テストデータでの正解率は 70%(10個中 7個正解)と決して精
度が高いとは言えないが，今後パラメータの最適化や LSTMモ
デルの改良によって高精度での結合状態推定が期待される．
4 まとめ
本研究では，単純化した網膜数理モデルを用いて STAを算出
し，構築した LSTMモデルを用いて錐体–RGC間の結合状態の
解析を行った．目標としている精度には辿り着いていないが，今
後 LSTM モデルの改良によって高精度での推定が期待される．
今後は結合状態の推定精度向上を目指し，入力データ数の増加
や LSTMモデルの改良，パラメータの最適化を行っていく．
参考文献
[1] 芹澤弘和 (2013)，“網膜入出力ニューロン間結合の推定手法
に関する研究”, 平成 25年度愛知県立大学大学院修士論文．
